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デカンショ節 でかんしょぶし
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市指定
所在地：篠山地方

本郷春日おどり ほんごうかすがおどり

市指定
所在地：本郷

篠山の民謡「デカンショ節」は、
江戸時代から篠山一帯で親しまれ
ていた「ミツ節」という盆踊り唄
が元唄と言われる。「盆のお月さ
んはまるこてまるい……」の唄が
今日のデカンショ節の中で唄われ
るのはその名残である。
明治時代中期になると、当時ミ
ツ節の別名として篠山城下で唄わ
れた「デッコンショ節」が、篠山
出身の学生によって東京の学生仲
間へ持ち込まれ愛唱されるように
なる。学生の間で流行すると、本
来の素朴なメロディにバンカラな
風格が加味され、囃しことばも
「デッカンショ」に変形する。そ
れが篠山へ里帰りし、今にデカン
ショ節として唄いつがれている。

旧草山村の氏神である
春日神社の祭礼に奉納さ
れる民俗芸能で、子ども
たちが紺地の着物を肌脱
ぎした長襦袢姿になって、
境内に並べられた演台の
上で品よく踊る。伝わる
曲目は、「鯉の滝登り」
「豊年おどり」「兵庫くど
き」「宰相頼朝さん」等18
種が伝わり、持ち物の種
類によって「手踊り」「御
幣踊り」「扇子踊り」の3
種類に分けられている。
近世末に流行った「お
陰踊り」との関連が考え
られ、県内では類例がな
いことで注目されている。


